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アルザス便 り

アルザスのヴォ-ジュ山脈のふもとに赴任 してまる

二年になろうしています｡フランスにある日本人学校

といっても,基本は寮生活を維持 して授業を行 う小規

模校ですので,山村の寮つきの学校とお考えいただけ

ればいいのではないでしょうか｡不慣れな宿直や四種

類の科目を次々にこなしていかなければならないこと

が新米の悩みとなりました｡-年目は,25年間蓄積した

と思っていた知識があいまいで哀れなはど少ないとい

うことを痛切に思い知らされました｡また知識を伝え

て消化していくばかりで,じっくり下調べができない

つらさも,ほんとうに大きな悩みでした｡二年目ともな

ればそれでも緊張感がうすれ始め,手をぬ くことも覚

え,まわりをうかがう余裕が出てきたように思います｡

アルザスはルイ14世がフランスに併合して以来, ド

イツとの間で取 り合いの続いた土地です｡ライン河の

豊かな氾濫原であるうえに近代には火薬の原料となる

カリ硝石が南方のミュールーズで大量に採掘できたか

らです｡学校の裏の丘を上がると,ライン対岸のシュ

ヴァルツゲァル トまで見渡せるのですが,そこは第 2

次大戦中の激戦地であり,何千という十字架,ユダヤ教

徒の墓,アルジェリア兵の墓が塁々と並び屍を思わせ

るようです｡また村や町のはずれに解放軍であったア

メリカ軍の戦車が手入れされて置かれている,そんな

光景によく出会います｡そういうところには必ず,｢一
一 は1944年フランスのために死んだ｣と書かれていま

す｡

｢もう明日からフランス語は使えないのか｣と嘆息を

もらす少年の物語,ド-デの ｢最後の授業｣は日本でも

教科書に載っているためか夙に有名です｡アルザス語

は ドイツ語の方言だから生活語を奪われたのではない

とする主張があったように思いますが,実際にはアル

荒 井 由 美

ザス語の使用も禁じられたようです｡アルザシアンの

名はすでにポール,ジャンなどフランス語化していま

すが,これも強制的に ドイツ語読みに変えさせられた

そうです｡民族衣装を縫うことも禁 じられ,地下室でフ

ランス国旗とともに縫い続けた人の話なども耳にしま

す｡

ではあなたがたは何人ですか,と聞くと必ず,アルザ

ス人だという答えが返ってきます｡そして二番目には

フランス人だと添えるのです｡中世までの伝統は ドイ

ツ風の,近代以降はフランスの文化を愛 してきたアル

ザス人はやはりどちらの国にもすっぽ りはまることの

できない一つの民族の単位のようです｡

7月14日にもなれば小さなアルザシアンから戦車ま

でのパレードが三色旗を翻すのですが,普段,三色旗と

村の旗の横にもう一枚別の旗を見かけます｡明るい群

青に12の金の星が輪に並ぶデザインです｡これが県庁

に,ヨーロッパパークという欧州版ディズニーランド

に,果てはディスコに飲み屋に掲げられています｡これ

はこのあたり一帯でしか見られませんoこの旗はヨー

ロッパ共同休の旗なのです｡

友好協定以来25年間フランスとドイツの歴史的な和

解で何より繁栄と平和を取 り戻 したのはアルザス ･ロ

レ-ヌではないでしょうか｡この友好を保っているの

はいうまでもなくヨーロッパ共同体です｡経済統合を

めざして,1992年には共同体のパスポー トを統一する

ようです｡アルザスはこのヨーロッパ共同体の中で,フ

ランスとドイツの勢力争いから自由にな り,共同体の

中の一つの単位として存在することを望んでいるよう

に思えます｡

(32回生)
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